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結 核 統 計 資 料
その1.性,年 齢階級別結核患者届出率の年次推移

1島尾 忠男2大 森 正子

結核の統計については,多 くの数字が古 くか らあるが,

その中にはまとめられていないものも多 く,散 逸する恐

れ もある。1993年(平 成5)に 結核予防会から刊行され

た 「結核統計総覧(1900-1992年)」 には,結 核死亡統計

を中心に,主 な統計がまとめられているが,こ れに掲載

されていない結核に関する統計資料を,ま とまったもの

について順次紹介 したい。

結核患者については1947年(昭 和22)以 降届出制が行

われるようになり,都 道府県別の届出数の統計がとられ

ている。性,年 齢階級別にみた人口対率(届 出率)の 統

計は1949年(昭 和24)以 降の 「伝染病食中毒統計」にま

とめ られているが,こ のころには届 出患者の10分 の1

を抽出して精密統計が とられ,性,年 齢階級,病 類別の

分析が行われている。

1961年(昭 和36)か らは患者を登録 し,管 理する制度

が行 われるようにな り,結 核 として登録 された者につ

いて,多 くの統計が とられるようになった。その成績は

1962年(昭 和37)以 降については毎年 「結核登録者に関

する定期報告」としてまとめ られ,結 核予防会が月刊で

刊行 していた 「結核 ・呼吸器疾患文献の抄録速報」の 「資

料 と展望」欄で紹介されている。1973年(昭 和48)以 降は,

毎年結核予防会から刊行される 「結核の統計」に詳しい

統計数字が紹介されている。その中で,結 核患者として

新たに登録された患者についての統計もとられるように

なった。 しか し,新 登録結核患者についての性,年 齢階

級別の統計が 「結核登録者に関する定期報告」に掲載さ

れるようになったのは1969年(昭 和44)以 降で,1968年

(昭和43)ま での性,年 齢階級別統計は 「伝染病食中毒

統計」に頼 らざるをえないことになる。「結核登録者 に

関する定期報告」と多少の食い違いはあるが,性,年 齢

階級別の推移をみるのには,大 きな障害とはならない。

1987年(昭 和62)以 降は,保 健所,都 道府県および政令

指定都 市,厚 生省(現,厚 生労働省)の3階 層 を結 ぶ全

国規模 の コ ンピュー タ ・オ ンライ ン ・システム(結 核 ・

感染症サ ーベ イラ ンス シス テム,現 在 は結核 ・感染症発

生動 向調査)が 確 立 されたため,結 核登録者 に関する統

計 は,住 所,氏 名 な ど個人識別情報 を除外 した登 録者の

データベ ースか ら集計 され るようになった。

1949年(昭 和24)か ら2001年(平 成13)ま で の性,年

齢 階級別届 出率 をま とめ たので,結 核統計の基礎 資料の

1つ として紹介す る(Table1)。 この統計で は,1949年(昭

和24)か ら1968年(昭 和43)ま で は 「伝染病食 中毒統計」

を用 い,1969年(昭 和44)か ら1986年(昭 和61)は 「結

核登録者 に関す る定期報告」を用 いた。 また,年 齢階級

の区分 は,年 度 によ り異 なってい るので,元 の資料の ま

ま示 した。20歳 以上で,25～29歳 が 空欄 に なってい る

場合 には,20～24歳 に示 した値 は20～29歳 の値 であ り,

75歳 以 上が空欄 の場合 の70～74歳 は,70歳 以 上 の値で

あ る。1987年(昭 和62)か らは 「結核 サ ーベ イラ ンス年

報(結 核発生動向調査年報)」 を用いた。最近 は高齢者の

結核 が話題 になる ことが多いので,5歳 階級 ごとにまと

め,85歳 以 上 は一括 した。届出数(新 登録患者 数)に つ

いて は,「 結核登録 者 に関す る定 期報告」で性,年 齢 階

級別 の統 計数字が得 られ る1969年(昭 和44)以 降 を示 し

てある(Table2)。
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Report and Information

NOTIFICATION RATE OF TB IN JAPAN (1949-2001)
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Abstract Notification of TB cases was introduced since 

1947 in Japan, and statistics on notified TB cases by sex and 

age groups was available since 1949. Sex and age specific 

TB notification rates per 100,000 from 1949 to 2001 were 

tabulated together with the number of notified TB cases since 

1969.
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